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前回に引き続き加硫剤バルノックRに関する実験デー

タを紹介いたします．前回ではバルノックRの性状，配

合上の特徴ならびにムーニー試験結果を御報告し，通常

のイオウとの置換量が増すにつれて加硫の立ち上りが遅

れることを紹介いたしました．今回は前回と同一配合で

行なった加硫試験の結果と実際の配合におけるバルノッ

クRの使用例を紹介させていただきます．

バルノックRの使用例

•製品の種類

配合ゴムのスコーチ性とサルファーブルーミング

を極度にきらうあらゆるゴム製品，耐老化性を尊

ぶゴム製品．

・使用量

単独使用の場合は 3~ 4PHR, 実際上は通常の元

素イオウの幾分かを置換する使い方が最も有用で

あります，次にその例示をいたします，

〔例！〕 SAFまたは HAFブラックのトレッドタイ

プ配合

バルノック R 1.0~2.0 PHR 

ノクセラー CZ 0.5 PHR 

イオウ l.0~0,25 PHR 

〔例幻 EPOブラックのトレッドタイプ配合

バルノック R 1.0~2.0 PHR 

ノクセラー CZ 0.75 PHR 

イオウ 1.5~0.5 PHR 

〔例3〕白色配合

バルノック R 0.75~2.0 PHR 

ノクセラー M または DM 0.4 PHR 

ノクセラー H

イオウ

〔例4〕黒色工業用品

バルノック R

ノクセラ— CZ

828 

0.25 PHR 

1.5~0.5 PHR 

0.75~ 1.5 PHR 

1.25 PHR 

ノクセラー D 0.50 PHR 

イオウ 0.5~0 PHR 

〔例5〕ノンサルファーブルーミング・ブチルゴム配

合

(a) バルノック R 2.0 PHR 

ノクセラー TT 1.0~ 1.5 PHR 

ノクセラー M 0.75~0.5 PHR 

(b) バルノック R 1.5 PHR 

ノクセラー TT 1.0~0.5 PHR 

ノクセラー M 0.75~0.5 PHR 

イ オ ウ 1.0 PHR 

(c) バルノック R 0,5 PHR 

ノクセラー TT 1.0~1.5 PHR 

ノクセラー M 0.75~0.5 PHR 

ノクセラー TRA 0.5 PHR 

イ 才 ゥ 1.0 PHR 

〔注〕 NOC第6号p.5~p. 20 (1956)を御一覧下さ

Vヽ．

この実験から加硫剤バルノック Rは

(1) 通常のイオウと置換した場合確実にスコーチしに

くくなること．

(2) 通常のイオウとの置換量が増すにつれて加硫の立

ち上りが遅れること．

(3) 14「G加硫になれば通常のイオウ 2.5PHRまで置

換しても最適加硫はいずれも15分で同じであるこ

とがうかがえる．
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AA配合（ノクセラー Mix No. 1 1.3PHR使用）にてパルノック Rー硫黄の配合量変化に

よる各試料の125℃,141℃加硫の試験結果
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